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１．はじめに 

JR 中央本線に架かる当該鉄道橋は，昭和 40 年にしゅん功した支間長 8.2ｍの槽状桁で供用開始から 57 年経過し

ている．長期にわたる列車走行時の動的荷重や振動等による疲労および降雨降雪等の影響より沓下面の沓座コンク

リートが脆弱化し，列車走行時に桁のあおりが発生している状況である．  

本工事は，桁のあおりを解消するため沓座コンクリートの打替えを行うもので，夜間線路閉鎖間合いで桁の死荷

重のみを仮受けし，最終列車から始発列車までの間に，既設沓座コンクリートを撤去し，沓座コンクリートを打替

えることを目的に工事を実施した（沓座打替え計画図：図-1）． 

 本稿では，最終列車から始発列車までの短時間で行う沓座コンクリートの打替えに伴う計画・検討と実施した施

工技術について報告をする． 

 

２．施工条件と課題 

２.１施工条件 

当初計画では昼間施工による仮受設備で予定していたが， 

下記の施工条件があり，短時間での施工が求められた． 

①既設橋台前面の桁座付近に道路管理者のケーブルが添架 

されており，移設が困難である（写真-1）． 

②当該箇所は，市民バスの運行ルートと通学路であり，活 

荷重を受替える仮設ベント等設備を常設するための道路占 

用は不許可となった（写真-2）． 

 ③夜間は通行量も少なく，迂回路の指定もできるため，道 

路通行止めについては可能である． 

 

２.２課題 

 短時間での施工をすることにより打替え作業を計画する上 

で以下の課題が挙げられた． 

①最低限必要な施工当日の作業間合いの確保（当夜計画サ 

イクルタイムより 350 分必要：図-2)． 

②当夜既設コンクリートの斫り撤去時間の短縮． 

③打替える沓座コンクリートの打設時間および強度発現時 

間の短縮と，列車走行に必要な所定強度の確保．養生時間 40 分程度で所定強度を発現する材料の選定（図-2）． 

 

 

図-1 沓座打替え計画図 

a）沓座打替え前仮受け計画図 b)沓座打替え後計画図 

写真-1 既設橋台全面状況 
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図-2 当夜計画サイクルタイム 
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写真-2 バス運行時架道橋全景 
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３．課題に対する対策 

３.１事前協議による拡大間合いの確保 

中央本線では夜中に貨物列車が走行するため，通常の間合い 

では必要な作業時間の 350 分を確保することが困難であった． 

沓座打替え作業は，既設桁を油圧ジャッキにて仮受けするこ

とから，軌道影響の大きい温度上昇期を避けた施工時期に設定

を行い，貨物列車の時間変更を協議することとした．協議に要

する期間 3 箇月間を考慮し，計画的に施工日を設定すること 

で，拡大間合いを確保することが可能となった（間合い比較表：図-3）． 

 

３.２斫り方法の検討 

斫り方法について 3 工法で比較検討を行った（図-4）． 

ウォータージェットによる撤去は，プラント配置および

ジェット噴出作業スペースの確保，ジェット噴出の反力設

備の確保が困難と判断した．静的破砕工法は，著しく線路 

を扛上させる危険性があり，線路の変状状態を判断するこ

とが難しく，当夜復旧時のリスクが高いと判断した．振動

工具による人力斫りは，作業時間は劣るものの省スペースで線路に影響がないことから採用することとした．しか

し狭隘箇所での人力斫りは人数が限られることから，当夜の斫り量を最小化するため，支承から荷重影響線の 45

度に影響しない外方の既設コンクリートを事前に撤去することとした．  

 

３.３沓座コンクリートの材料選定と強度確認 

 樹脂系プレパックドコンクリートと超速硬無収縮モルタルに

ついて比較検討を行った（図-5）． 

現場の施工環境に近い条件で試験練りを行い，フロー試験と

養生時間 40 分での圧縮強度を確認し，必要条件を満足した超速

硬無収縮モルタルを選定した． 

 当夜，簡易一軸圧縮強度試験機にて圧縮強度試験を行い，既

設橋台設計圧縮強度（24N/㎟）より 3N/㎟上回ることを確認し

た（現場圧縮強度・フロー試験状況：写真-4）． 

 

４．施工結果 

 計画サイクルタイムに対し沓座コンクリートの斫り撤去を約 40 分短

縮，打替えコンクリート打設を約 45 分短縮，線路閉鎖解除までに約 85

分の余裕ができ十分な養生時間が確保された．また，初列車通過時の支

承部の沈下測定の結果，変位はゼロであった． 

 

５．おわりに 

 本工事は，鉄道工事の他，道路管理者等の協議結果を含め厳しい条件

の工事であったが，安全安定輸送を確保しながら工事を完了することが

できた（写真-5）．本工事が今後，同様の条件にて施工される場合の参

考となれば幸いである． 
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図-3 間合い比較表 

写真-5 沓座コンクリート打替え後 

図-5 材料比較検討表 

写真-4 現場圧縮強度・フロー試験状況 
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